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１. 例題の解説 

 

MASCOT による風況予測を下図に示す青森県竜飛岬を例として説明します。ここでは、灯台の南約

200ｍの地点を対象とし、ハブ高さ 50ｍの風車を建設することを想定しています。観測データとして

は、竜飛岬灯台の地上高 20ｍの風速計における 1997年の風向・風速データを用います。 

例題におけるプロジェクト名は、”tutorial”とし、プロジェクトを作成する場所は、”D:¥MASCOT”

とします。 
 

風況予測地点 竜飛岬灯台 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

図 1 風況予測の例題地点 
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２. MASCOT Basic による気流予測の手順 

 

１． MASCOT Basicの[Tool－Create Basic Map]メニューの入力画面を使って、付属のデ

ータベースから基本的な標高データ・地表面粗度データファイルを作成します。 

 
２． [Edit－Casefile] メニューの入力画面から解析領域、メッシュ間隔、計算する風向な

どの計算条件を設定・保存します。ここでは、竜飛岬灯台の位置を中心とした解析領

域にしています。（解析中心位置は無条件に表示されます）。 

 
３． [View－Terrain Map] メニューを選択すると、上記で設定した標高・地表面粗度のメ

ッシュデータが作成され、それを画面上で表示されます。 

 
４． [Edit－option－site] メニューの入力画面で風車設置位置と観測点の位置の緯度・経度

を登録します。その後、再度 [Terrain Map]のビュー で、登録した地点が最小メッシ

ュを用いた解析領域内（紫円）にあることを確認します。 

 
５． [Run－Start]メニューで計算を実行します。実行中には 4 種類のモニター画面が表示

されますので、解析されている風向や計算の収束状況などを確認することができます。 

 
６． [View－Result] メニューを選択すると、各風向の風速ベクトルや等値面などを表示し

て結果を確認することができます。データの表示は、平面・縦断面・横断面を任意に

指定できます。 
 

 

以上が、MASCOT Basic により気流予測の手順を示しました。例題として示した竜飛岬

の気流予測結果から風車設置地点の風況や発電量を得るには、上記気流予測により得られ

た観測地点と風車設置地点との風速比および風向変化を用いて観測データから求める必要

があります。そこで、付属のコマンドベースのプログラムMASCOT Energyを使用します。 
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３. MASCOT の起動 

 

 

１． Windows の[スタート]メニューより、[プログラム]－[MASCOT] －[MASCOT Basic]を選択し、

MASCOT Basicを起動します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 4



４. プロジェクトの作成 

 

 

   １．[File－Create New Project]メニューを選択します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ２．表示された[Create New Project]ダイアログで、プロジェクト名、プロジェクトの作成場所を設定し

ます。 

 

 

 

 

                  

                  

Project name ：tutorial 

 

Location※1) ：D:¥MASCOT 

 

 

   ※1) [Location]に指定するフォルダが存在しない場合は、予めエクスプローラ、または[Reference...]ボタンを使って 

      （押すことにより表示）、[Browse for Folder]ダイアログにより、作成して下さい。 

 

   ３．次に、[Apply]ボタンを押します。 
 

  この操作により、プロジェクトフォルダが作成されます。 
 

   作成されたフォルダ  ：D:¥MASCOT¥tutorial 

   プロジェクトファイル ：tutorial.mbc 

 

次回から、この作成されたプロジェクトファイルをダブルクリック、または MASCOT Basic を起

動し、[File－Open Project]で選択することにより、プロジェクトを開くことが出来ます。 
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５. 標高と粗度のデータファイルの作成 

 

   １．[Tool－Create Basic Map]メニューを選択します。 
 

 

 

 

 

   ２．表示された[Create Basic Map]ダイアログの各項目を設定します。 
 

    

緯度 

経度 

東西方向の解析領域の大きさ 

南北方向の解析領域の大きさ 

任意のファイル名 

標高と土地利用データベース 

（Trdb）のあるフォルダまたは 

ドライブを指定 

 

 

 この例では E ドライブに標高と土

地利用データベースを格納されてい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ３．項目の設定が終わりましたら、[Apply]ボタンを押しますと、標高と粗度のデータファイルの作成処

理を行います。 

 

 

                    
作成処理中はこのメッセージが表示されま

 

 

   ４．作成完了のメッセージが表示されましたら、標高と粗度のデータファイルの作成完了です。 
 

 

            

作成完了のメッセージ  
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６. 計算条件の設定 

 

 

   １．[Edit－Casefile]メニューを選択します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

   ２．表示された[Edit Casefile]ダイアログの各項目を設定します。 

 

メッシュの間隔と拡大率などを指定 

([Number of sectors]に分割数を入力し、

[Apply]を押すと、自動的に等分されます) 

計算する風向を指定※1) 

標高と粗度のデータファイルを指定 

解析領域の大きさを指定 

解析中心緯度経度を指定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            ※１）風況予測の為には、一般に 16風向の計算が必要です。 

 

   ３．項目の設定が終わりましたら、[Save]ボタンを押して、計算条件を保存します。 
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７. メッシュの生成と確認 

 

 

   １．[View－Terrain Map]メニューを選択しますと、メッシュが自動的に生成されます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ２．[Terrain Map]ビューで表示されている標高、粗度、メッシュなどを確認します。 
 

メッシュ数の表示 

ここで、メッシュ数を

確認します。 

最小メッシュを用いる 

解析領域の範囲（紫円） 

解析領域の中心点（緑点） 
表示する項目を選択 

ここで、 

・ 標高の確認 

・ 地表面粗度の確認 

・ 解析領域の確認 

・ メッシュの確認 

を行います。 
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８. 風車位置と観測地点の設定 

 

 
１．[Edit－Options－Site]メニューを選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ２．表示された[Edit Site]ダイアログで、風車位置と観測地点の登録を行います。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ３． [Save]ボタンを押して、登録した風車位置と観測地点を保存します。 
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   ４．再度、[Terrain Map]ビューを開き、登録した風車と観測点が最小メッシュを用いる解析領域の範囲

内にあるかを確認します。 

     （[Terrain Map]ビューが既に開いている場合は、自動的にビューが更新されます） 
 

 

風車（赤点）

最小メッシュを用いる

解析領域の範囲（紫円） 

観測点（緑点） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    これで、風車と観測点位置の設定は完了です。 
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９. 計算実行 

 

   １．[Run－Start]メニューを選択します。 
 

 

 

 

 

 

 

   ２．計算が開始すると、収束状況などを表示する子ウィンドウが表示されます。 
 

[Status]ビュー 

計算の収束状況を数値で表示 

[Wind Direction]ビュー 

 計算中の風向、収束した風向、 

 発散した風向を表示 

[Monitor]ビュー 

観測点（１点）での値をモニター 

[Convergence]ビュー 

計算の収束状況を表示 
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   ３．計算終了のメッセージが表示されましたら、解析完了です。 
 

 

 

             
計算終了のメッセージ 

 

 

 

   

＜解析完了画面＞ 
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１０. 計算結果の可視化 

 

   １）[View－Result]メニューを選択します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ２）メニューを選択すると、[Result]ビュー、[Result Property]ダイアログが表示されます。 
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

計算中心からの距離(m)

断面セクション 

断面セクションの選択 

i : 横断面,  j : 縦断面 

k: 平面 

可視化の内容を設定します（風速ベ

クトル図，コンター、メッシュ図） 

 

 
[Result Property]ダイアログの詳細内容の説明や設定方法は第 3章 3-3-8 を参照してください。 
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３）[View－Result]の例です 

 
a. 平面(x－y)の風速ベクトル図 (k=10) 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

b. 縦断面(x－z)の風速ベクトル図(j=35) 

 

Zoom Inモード使用  
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c. 横断面(y-z)の風速ベクトル図(i=54) 

 
Zoom Inモード使用  
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以上が、MASCOT Basic により気流予測の手順を示しました。例題として示した竜飛岬の気流予測結果から風

車設置地点の風況や発電量を得るには、上記気流予測により得られた観測地点と風車設置地点との風速比およ

び風向変化を用いて観測データから求める必要があります。そこで、付属のコマンドベースのプログラム

MASCOT Energy を使用します。 

 

１１. 観測データの整理 

 

時系列の観測データを解析し、統計量(風向別風速別出現頻度)を求めます。 

1) ［Tool－Utility－Edit Setting File］を選択し、Mascot_tsa.min を編集します。 

2) ［Tool－Command Prompt］を選択し、Mascot_tsa.exe を実行します。 

3) 結果ファイルとしてプロジェクトフォルダに file_name.tab という結果ファイルが作成され、風

向・風速階級別の出現頻度が記述されています。 

 

１２. 任意地点の風況予測 

 

１～10 に示した MASCOT Basic による気流予測結果（3次元流れ場）と 11 で整理された観測統計量(風向別

風速別出現頻度)を用い、任意地点の風況/発電量を求めます。 

1) ［Tool－Utility－Edit Setting File］を選択し、Mascot_wene.min を編集します。 

2) ［Tool－Command Prompt］を選択し、Mascot_wene.exe を実行します。 

3) 結果ファイルとして、プロジェクトフォルダに 

wind-energy-site_label.tab ：（風向別風速別出現頻度の統計量が記述されています。） 

wind-energy-site_label.mwc ：（全風向・風向別の出現頻度、ワイブル係数、平均風速、風力発電 

量が記述されています。） 

というファイルが作成されます。 

4) また、解析地点の鉛直プロファイルが存在しない場合は、結果ファイルとして 

sites-wind direction-lat_lon.mpd（予測地点の風速、乱流エネルギー、乱流散逸の鉛直分布が記 

述されています。）という鉛直プロファイルが作成されます。 
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